
９月定例記者会見事項書 

 

2024（令和６）年９月２日（月）午後２時～ 

市役所本庁舎４階 庁議室 

 

１. 市長からの発表 

（１）１人１台端末を活用した児童生徒の「生きる」を支える 

「SOS フィルター」の導入・・・・・・（資料№１） 

 

（２）透明字幕表示ディスプレイの窓口への設置・・・・・・・・・・・・・（資料№２） 

 

（３）「手話言語の国際デー」の伊賀上野城ライトアップ・・・・・・・・・・（資料№３） 

 

（４）「第 10回中部歴史まちづくりサミット㏌伊賀」の開催・・・・・・・・（資料№４） 

 

（５）アーバンスポーツパーク実証実験の期間延長・・・・・・・・・・・・（資料№５） 

 

２．９月の主な行事予定 

（１）人権啓発パネル展の開催・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（資料№６） 

  日  時 会場により異なります（詳細は別紙をご覧ください） 

  場  所 伊賀市本庁舎、寺田市民館、いがまち人権センター 

  内  容 「気づき」「障害者差別解消法」 

「アイヌ民族と文化」 

「企業と人権」 

  担  当 人権生活環境部 人権政策課（電話 0595-26-9683） 

 

（２）伊賀市本庁舎アート情報（９月展示）の開催・・・・・・・・・・・・（資料№７） 

 日  時 ９月２日（月）～９月 30日（月）※華道は 9/2から 10/４まで 

午前８時 30分～午後５時 15分（市役所の開庁時間に準ずる） 

場  所 伊賀市本庁舎（４階）市民ミニギャラリー 

                     （１階）玄関横 

内  容 （４階） 書「一語一
いちごいち

絵
え

」 東 構
ひがしかまえ

 佑
ゆう

灯
とう

 

（１階） 伊賀市寄贈作品展示 

         絵画 「伊
い

太
た

利
りあ

カプリ
か ぷ り

島
とう

」 清水
し み ず

 登之
と し

 

担  当 企画振興部 文化振興課 美術博物館建設準備室（電話 0595-41-0400） 

 

３．その他 
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2024（令和６）年９月２日定例記者会見（資料№１） 

担当連絡先 

教育委員会事務局 学校教育課 

担当者名：西口 

電話番号：0595-22-9649 

 

１人１台端末を活用した児童生徒の「生きる」を支える「SOS フィルター」 

の導入 

 

１ 発表事項の概要 

   ８月 19 日（月）に１人１台端末を活用した児童生徒の『生きる』を支える『SOS フィ

ルター』を全国で３番目、三重県下で初めて導入しました。 

 

２ 発表内容 

（１）目的 

  「SOS フィルター」を導入することにより、悩みを抱える児童生徒を適切な支援につ

ないだり、児童生徒が自分自身で心身の異変に気づいてセルフケアを行ったりすることを

サポートします。 

 

（２）対象者 

  市内の公立小中学校の全児童生徒 

 

（３）「SOS フィルター」の概要 

・NPO 法人 OVA（オーヴァ）が開発した「SOS フィルター」は、児童生徒の１人１

台端末に無料で導入することができます。 

・「SOS フィルター」は、Microsoft Edge及び Google Chrome で「死にたい」「リ

スカ」等の自殺関連用語等、深刻な悩みに関する語句（登録語句数 4,796 個）を検索

すると、悩みに合った相談窓口やセルフケアの方法をまとめた情報等がポップアップで

表示され、悩みを抱えている児童生徒を適切な支援につなぐこと、児童生徒が自分自身

で心身の異変に気づいてセルフケアを行うことがサポートされます。 
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（４）「SOS フィルター（β版）」の試験運用結果 

  期間 2023（令和５）年 11 月１日～2024（令和６）年３月 31 日（５か月） 

  対象 私立の中学校・高等学校計 981 名 

  登録語句数 935 個 

  結果 SOS フィルターの表示 134 回（月平均 27 回） 

   試験運用を通して、１人１台端末を通じて、一定の自殺関連用語の検索があることが

明らかになりました。 

 

（５）その他 

  ・「SOS フィルター」の導入について、市内の公立小中学校には情報共有しましたが、

児童生徒には周知していません。 

・「SOS フィルター」は、今後、有償化に切り替わることはありません。 

・OVA には、アクセス履歴等（ポップアップの表示回数、滞在時間、児童生徒が調べ

ている語句、相談窓口へのリンククリック回数等）が取得されます。全体の傾向を捉え

ることはできますが、どの学校の、どの学年の、どの児童生徒がいつ、何を調べたか等

は OVA 側にもわかりません。 

・表示されるポップアップに、たとえば伊賀市内の相談窓口を掲載するといったカスタ

マイズには対応されていません。 



 

2024（令和６）年９月２日定例記者会見（資料№２） 

担当連絡先 

健康福祉部 障がい福祉課 

担当者名：池住 

電話番号：0595-22-9656 

 

透明字幕表示ディスプレイの窓口への設置 

 

１ 発表事項の概要 

 窓口では聴覚に障がいのある人や高齢の難聴者、外国人の方などに対し、コミュニケーシ

ョン支援アプリや筆談、やさしい日本語を用いて対応を行っています。 

いつでも安心して窓口に来庁いただけるよう、さらなる環境の整備のため、音声認識文字

をディスプレイに表示し、多言語にも対応した透明字幕表示ディスプレイを設置します。 

 

２ 発表内容 

（１）目的：透明字幕表示ディスプレイの設置により、聴覚に障がいのある人や高齢の難聴

者、外国人の方などへの円滑なコミュニケーションを行います。 

 

（２）設置日時：９月 2日（月）午後３時 

 

（３）設置場所：障がい福祉課及び介護高齢福祉課窓口 

 

（４）機器の特徴：・音声認識、文字化アプリを介し、来庁者、職員が発した言葉をリアル

タイムに文字に変換し、ディスプレイに表示します。 

・ディスプレイは透明で来庁者、職員の双方が相手の表情を見ながら、

会話することができます。 

・多言語にも対応しており、約 150の言語を表示することが可能です。 

・ディスプレイの表裏、双方から音声文字を認識することができます。 

 

３ 特記事項 

・定例記者会見後、午後３時から午後３時３０分までの間、障がい福祉課窓口において、取

材時間を設けます。 



裏からも見える⁉ コミュニケーションの常識を変える透明インターフェース！

製品外形 350mm(横)×201mm(高さ)×120mm(奥行)※予定

重量 1.1 kg

表示ドット数 1440(横)×540(縦)

表示サイズ 対角12.3inch/291.6mm(横)×109.35mm(縦)

表示色 4096色

タッチパネル入力 未対応

映像入力端子 HDMI Type-A

受付業務を円滑に

文字起こしソフトと組み合わせることでお年寄りや
聴覚障がい者への説明をスマートに行うことができ
ます。また、翻訳機能がサポートされていれば海外
の方への説明もスムーズに。文字起こしとして使用
していない間は情報発信端末やインテリアとしても
使えるよう4,096色 表示に対応！

同じ情報を全方位から見ることができるためプロジェクター
を使わず対面したまま資料の閲覧ができます。お子様へ
の絵本の読み聞かせなどにもご活用いただけます！

対面しながら同じ情報を共有

YouTubeご紹介動画

https://www.j-display.com

ガラスと変わらない透明度のディスプレイがコミュニケーションの世界を広げます

https://youtu.be/eXqb9pFUfnY



 

2024（令和６）年９月２日定例記者会見（資料№３） 

担当連絡先 

健康福祉部 障がい福祉課 

担当者名：小倉 

電話番号：0595-22-9657 

 

「手話言語の国際デー」の伊賀上野城ライトアップ 

 

１ 発表事項の概要 

 毎年９月 23日は「手話言語の国際デー」です。これは、2017（平成 29）年に国連総

会で決議されたもので、手話言語が音声言語と対等であることを認め、ろう者の人権が完全

に保障されるよう、社会全体で手話言語についての意識を高めるための活動を推進すること

とされています。 

この「手話言語の国際デー」にあわせて、世界各地の施設等を「世界平和」を表す青色に

ライトアップするプロジェクトが行われます。伊賀市もこれに賛同し、伊賀上野城を青色に

ライトアップするとともに、市ホームページや市フェイスブックなどを通じて周知啓発を行

います。 

 

２ 発表内容 

（１）目的：９月 23日の「手話言語の国際デー」にあわせて伊賀上野城を青色にライトア 

ップすることにより、世界、市民、地域社会がひとつにつながり、手話は言語 

であるという認識を広めることを目的としています。 

 

（２）日時：９月 23日（月・祝）午後６時～午後９時 

 

（３）場所：伊賀上野城 

 

（４）内容：プロジェクトに賛同し、伊賀上野城を青色にライトアップします。 

 

（５）主催者：伊賀市障がい福祉課（0595-22-9657） 

 



 

2024（令和６）年９月２日定例記者会見（資料№４） 

担当連絡先 

教育委員会事務局 文化財課 文化財係 

担当者名：福島、森川 

電話番号：0595-22-9678 

 

   「第 10回中部歴史まちづくりサミット㏌伊賀」の開催 

 

１ 発表事項の概要 

  国土交通省中部地方整備局管内（三重・愛知・岐阜・静岡）の歴史的風致維持向上計画

認定都市 18 市町の首長等が一堂に会する第 10 回中部歴史まちづくりサミットを伊賀

市で開催します。 

 

２ 発表内容 

（１）歴史的風致維持向上計画認定都市の歴史と文化を活かした観光まちづくりや、歴史的

資源を未来につなぐ取組みなどについて、情報共有と今後の展望を話し合います。 

 

（２）日時 10月３日（木） 午後 0時 30分開場、午後１時 15分開演 

 

（３）場所 伊賀市文化会館（伊賀市西明寺３２４０－２） 

 

（４）参加自治体 歴史的風致維持向上計画認定都市 18市町（三重県：伊賀市・亀山市・明和

町、愛知県：犬山市・名古屋市・岡崎市・津島市・西尾市、岐阜県：高山市・恵那市・美濃市・

岐阜市・郡上市、静岡県：三島市・掛川市・伊豆の国市・下田市・浜松市） 

 

（５）基調講演 三重大学名誉教授、伊賀市歴史的風致維持向上協議会 会長 菅原洋一氏 

   パネルディスカッション 認定都市 18市町の首長等 

   記念アトラクション   上野天神祭のお囃子演奏と鬼行列（上野文化美術保存会） 

 

（６）主催 伊賀市及び国土交通省中部地方整備局 



 

 

2024（令和６）年９月２日定例記者会見（資料№５） 

担当連絡先 

企画振興部 スポーツ振興課 

担当者名：福壽、佃 

電話番号：0595-22-9635 

 

   アーバンスポーツパーク実証実験の期間延長 

 

１ 発表事項の概要 

 アーバンスポーツ実証実験は９月１日までとしていましたが、利用者アン

ケートや実際の利用者の声を聞き、実証実験の期間延長をします。 

 

２ 発表内容 

（１）目的  

  施設をより良いものとするために、更に利用者の意見を聞き、新たな課題の

発見のために、実証実験の期間延長をします。 

 

（２）期間延長 

  ＜変更前＞ 

期間：2024（令和６）年３月１日～202４（令和６）年９月１日  

開設時間：9時～18時 30分 

  ＜変更後＞ 

期間：2024（令和６）年３月１日～2025（令和７）年３月 31日 

 開設時間：9時～18時 30分 

 

（３）場所 

  しらさぎ運動公園第２駐車場内特設会場（伊賀市下友生 3032番地） 

  略称：IGA URBAN SPORTS PARK 

 

（４）利用状況等の報告（別添のとおり） 

  ・３月１日から８月 27日現在までの利用者は延べ 761名 

  ・アンケート回答者は 48名 



アーバンスポーツ実証実験
の期間延長について

企画振興部スポーツ振興課



利用状況

•令和６年３月1日～６月末利用者・・延べ590名
•７月の利用者・・・・・延べ78名
•８月の利用者・・・・・延べ93名(８月27日現在)
•６か月間合計・・・・・延べ761名
■パリオリンピックのスケートボードが開催された７月下旬

以降利用者が増加しています。

オリンピックによる知名度の向上により、若年層を中心に
さらに競技人口が伸びる可能性があるスポーツ種目と想定さ
れます。



アンケート回答者（48名）や会場での聞き取りなどからの主なご意見

【施設整備に肯定的なご意見】

・大人も子供も年齢に関係なく、楽しくできるスポーツなので、ぜひ施設を作って欲しい。

・無料で利用できる施設が欲しい。

・なかなか場所もなく、きっかけをつかみにくいので、やってみたいと思う人が始めやすい環境があると良い。

・ぜひ、常設化して欲しい。

・子供から大人まで楽しめるので続けて欲しい。

・子ども向けの教室や体験会を開催してはどうか。

【施設整備に向けてのご意見】

・広さが狭いのと利用時間が18時までというのに不満がある。

・エリアが狭く、セクションの感覚が狭い、助走路、滑走路が短い。

・中途半端なセクションを置くぐらいなら、フラットな路面だけの方がよい。

・夏の炎天下では、暑くて続けられない。

・屋根付きの休憩スペースがない。

・照明設備がない。

・仕事が終わってから、利用できない。



課題整理

・利用者のレベルにより、セクションの配置、要求する広さの
ニーズが異なる。

・夏季の利用などに休憩する設備が必要。
・家族で来場する利用者には、保護者が見守れるスペースが必要。
子どもたちが安全にプレーできるスペースの確保。

・冬季の利用や若者世代のニーズに対応するためには、照明設備の
設置や利用時間の延長が必要。

・自動車でのアクセス、駐車スペースの確保が必須である。



今後について

◎実験期間の延長

•９月２日（月）から令和７年３月31日まで実証実験の期間を
延長します。

•開設時間は、午前９時から午後６時30分までとし、照明設備
の設置についても検討します。

•期間延長の周知は、市ホームページで公開、会場にポスター
を掲示。

• 10月中には、アーバンスポーツ教室の実施を検討しています。



アンケートの検証①
年齢を教えてください

・利用者の年齢構成については、小・中・高校生が３割、20代～30代が２割、40
代以上が５割となっています。

・その他については、その内容を問うていなこと、会場では、家族連れのご利用
も散見できましたので、その他の内容も含め、アンケートの設問を再度、検証
する必要があります。

（参考資料）



お住まいを教えて
ください

・市内において「実施できる場所」を確保したことにより、利用者
の８割が市民となっています。

・県内や県外からも車で移動できる世代を中心に、２割程度の利用
があります。

・今後、実施場所があることやセクションの内容について、市内外
へのSNSなどでの拡散により、県内、県外からの利用者について
も増加する可能性があります。

アンケートの検証②

（参考資料）



ここまでの交通手
段を教えてくださ
い

・市内外を問わず、利用者のほとんどが、自家用車で来場している
状況です。

・今後の施設整備に向けては、広い駐車場の確保や名阪国道・幹線
道路等とのアクセスを考慮する必要があります。

アンケートの検証③

（参考資料）



 2024（令和６）年９月２日定例記者会見（№６） 

担当連絡先 

人権生活環境部 人権政策課      

担当者名：久保田 

電話番号：0595-22-9683 

 

人権啓発パネル展の開催 

 

（１）目的 

多くの市民にさまざまな人権問題に触れてもらい、部落差別をはじめとするあらゆる差別の

解消をめざします。 

 

（２）展示内容 

①人権政策課「人権啓発パネル展」 

  学校、職場、SNSなど私たちの身の回りには、様々な人権課題が潜んでいます。「おかし

いな」と感じる自分に気づいたら、そのままにせず、自ら考え、学んでみましょう。多くの

情報の中から正しい知識を得ることはとても大切です。 

 

テーマ：「気づき」「障害者差別解消法」（チラシ添付） 

期 間：９月２日（月）～９月 27日（金）平日のみ 午前８時 30分～午後５時 15分 
               伊賀市役所 本庁舎３階フロア （伊賀市四十九町 3184番地）  

 

②寺田市民館「じんけん」パネル展 

固有の豊かな文化と伝統を築き上げてきたアイヌの人々の歴史と現在の姿、被差別の現状

などを紹介するパネル展です。 

 

   テーマ：「アイヌ民族と文化」（チラシ添付） 

期 間：９月４日（水）～９月 27日（金）平日のみ 午前９時～午後５時   

※９月 10日（火）、17日（火）は、午後７時 30分まで延長 
              寺田教育集会所 第１学習室  （伊賀市寺田 225番地）     

 

③いがまち人権センター「いがまち人権パネル展」 

   人権の観点から、企業活動を見直そうとの動きが国内外で高まっており、人権尊重の考え

方を積極的に企業方針に取り入れたり、職場内で人権に関する研修を行う企業も増えてきて

います。 

   「企業と人権」について企画パネルの展示を行います。 

    

   テーマ：「企業と人権」（チラシ添付） 

   期 間：９月３日（火）～９月 19日（木）平日のみ 午前 9時～午後 5時 

        ※９月５日（木）、12日（木）、19日（木）は、午後 7時 30分まで延長 
                 いがまち人権センター    （伊賀市柘植町 8898）      

 



 

  

 



寺田市民館
て ら だ し み ん か ん

「じんけん」パネル展
てん

９月
がつ

 

アイヌ民族
みんぞく

と文化
ぶ ん か

 

場所
ば し ょ

  ： 寺田教育集会所
て ら だ き ょ う い く し ゅ う か い し ょ

 第
だい

１学習室
がくしゅうしつ

       

  日時
に ち じ

  ：  ９月
が つ

４日
よ っ か

（水
すい

）～２７日
に ち

（金
き ん

） ９：００～１７：００ 

  延長日
え ん ち ょ う び

 ：  ９月
がつ

１０日
と お か

（火
か

）・１７日
に ち

（火
か

）       

＊１９：３０まで展示
て ん じ

しています。 

お問
と

い合
あ

わせ先
さ き

：寺田市民館
て ら だ し み ん か ん

  

TEL／FAX ２３－８７２８  

固有
こ ゆ う

の豊
ゆた

かな文化
ぶ ん か

と伝統
で ん と う

を築
きず

き上
あ

げてきたアイヌの人々
ひ と びと

の歴史
れ き し

と現在
げんざい

の 姿
すがた

、被差別
ひ さ べ つ

の現状
げんじょう

などを紹介
しょうかい

するパネル展
てん

です。 



 

いがまち人権
じんけん

センター
せ ん た ー

では、人権
じんけん

に関
かん

するパネル展
てん

を毎月
まいつき

行
おこな

っています。 

９月
がつ

は「企業
きぎょう

と人権
じんけん

」について企画
き か く

パネル
ぱ ね る

の展示
て ん じ

を行
おこな

います。 

企業
きぎょう

の活動
かつどう

は、市民
し み ん

社会
しゃかい

の多
おお

くの部分
ぶ ぶ ん

に深
ふか

く関
かか

わっており、現在
げんざい

の私
わたし

たちの生活
せいかつ

は企業
きぎょう

なくし

ては成
な

り立
た

たないといえるでしょう。 

一方
いっぽう

で、長時間
ちょうじかん

労働
ろうどう

による過労死
か ろ う し

、セクハラやパワハラなどのハラスメント、不当
ふ と う

な差別
さ べ つ

など人
じん

権
けん

問題
もんだい

への対応
たいおう

は、時
とき

として、企業
きぎょう

の価値
か ち

に大
おお

きく関
かか

わります。そのため「人権
じんけん

」の観点
かんてん

から企業
きぎょう

活動
かつどう

を見直
み な お

そうとの動
うご

きが国内外
こくないがい

で高
たか

まっていて、人権
じんけん

尊重
そんちょう

の考
かんが

え方
かた

を積極的
せっきょくてき

に企業
きぎょう

方針
ほうしん

に取
と

り入
い

れたり、職
しょく

場内
ば な い

で人権
じんけん

に関
かん

する研修
けんしゅう

を行
おこな

う企業
きぎょう

も増
ふ

えてきています。 

 

≪９月
がつ

の人権
じんけん

・平和
へいわ

・環境
かんきょう

・国際
こくさい

デー
で ー

≫ 

 １日
ついたち

 防災
ぼうさい

の日
ひ

 ／ ５日
いつか

 国際
こ く さ い

チャリティー
ち ゃ り て ぃ ー

・デー
で ー

 

 ８日
よ う か

 国際
こ く さ い

識字
し き じ

デー
で ー

 

１２日
にち

 国連
こ く れん

南南
なんなん

協力
きょうりょく

デー
で ー

（「南南
なんなん

協力
きょうりょく

」とは発展
はってん

途上
と じ ょ う

国
こ く

が相互
そ う ご

協力
きょうりょく

を行
おこな

うことです。経済
けいざい

格差
か く さ

から生
しょう

じる問題
もんだい

解決
かいけつ

を目指
め ざ

します。） 

１５日
にち

 国際
こ く さ い

民主
みんしゅ

主義
し ゅ ぎ

デー
で ー

 ／ 老人
ろ う じ ん

の日
ひ

 

１５日
にち

～２１日
にち

 老人
ろ う じ ん

週間
しゅうかん

 

１６日
にち

 オゾン
お ぞ ん

層
そ う

保護
ほ ご

のための国際
こ く さ い

デー
で ー

 ／ ２１日
にち

 国際
こ く さ い

平和
へ い わ

デー
で ー

 

２６日
にち

 核兵器
か く へ い き

の全面的
ぜんめんてき

廃絶
はいぜつ

のための国際
こ く さ い

デー
で ー

／ 世界
せ か い

海事
か い じ

デー
で ー

 

 伊賀市
い が し

人権
じんけん

尊重
そんちょう

都市
と し

宣言
せんげん

（２００５年
ねん

～） 

友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

を誘
さそ

い合
あ

って学習
がくしゅう

を深
ふか

めてください。心
こころ

よりお待
ま

ちしています 

期
き

  間
かん

： ２０２４年
ねん

９月
がつ

３日
み っ か

（火
か

）～１９日
にち

（木
も く

） 午前
ご ぜ ん

９時
じ

～午後
ご ご

５時
じ

 

※土
ど

・日
にち

・祝
しゅく

は休館
きゅうかん

します。 

※５日
いつか

（木
も く

）、１２日
にち

（木
も く

）、１９日
にち

（木
も く

）は午後
ご ご

７時
じ

３０分
ぷん

まで延長
えんちょう

します。 

場
ば

  所
し ょ

： いがまち人権
じんけん

センター
せ ん た ー

（まえがわ隣保館
り ん ぽ か ん

） 

展示
て ん じ

形式
けいしき

： 企画
き か く

パネル
ぱ ね る

 

展示
て ん じ

会場
かいじょう

： 〒５１９－１４０２ 伊賀市柘植町
い が し つ げ ま ち

８８９８番地
ば ん ち

 

伊賀市
い が し

人権
じんけん

生活
せいかつ

環境部
かんきょうぶ

同和課
ど う わ か

 

いがまち人権
じんけん

センター
せ ん た ー

（０５９５）４５－４４８２ 

（最寄
も よ り

の Ｉ Ｃ
いんたーちぇんじ

） 名阪
めいはん

国道
こ く どう

 『上柘植
か み つ げ

』 Ｉ Ｃ
いんたーちぇんじ

より、車
くるま

で約
やく

３分
ぷん

 

企業
き ぎ ょ う

と人権
じ ん け ん

 

 

 
 



 

 

2024（令和 6）年９月２日定例記者会見（資料№７） 

 

 

 

 

 

伊賀市本庁舎アート情報（９月展示）の開催 

 

 ≪発表内容≫ 

市民の誰もが文化芸術に触れる機会を提供するため、本庁内に市民ミニギャラリーを

設置し、展示作品を広く募集しています。今月の展示は次のとおりです。 

また、多くの皆さんに文化芸術に触れ親しんでいただくため、本庁舎１階にも市民の

作品や生花を展示します。 

 

（１）展示場所  伊賀市本庁舎４階 市民ミニギャラリー 

１階 玄関横 

（２）展示期間  ９月２日（月）～９月 30日（月） 

         午前８時 30分～午後５時 15分（市役所の開庁時間に準ずる。） 

※準備・撤去の都合により展示のない時間帯が生じる場合があります 

（３）展示内容 

〇【４階市民ミニギャラリー】 

書「一語一
いちごいち

絵
え

」 東 構
ひがしかまえ

 佑
ゆう

灯
とう

 

 

〇【１階玄関横】 

  伊賀市寄贈作品展示 

  絵画 「伊
い

太
た

利
りあ

カプリ
か ぷ り

島
とう

」 清水
し み ず

 登之
と し

 

 

〇華道（伊賀華道協会） 

9月 2日 ～ 9月 6日 本能寺
ほんのうじ

 

9月 9日 ～ 9月 13日 甲 州 流
こうしゅうりゅう

 

9月 17日 ～ 9月 20日 池坊
いけのぼう

 

9月 24日 ～ 9月 27日 草月流
そうげつりゅう

 

9月 30日 ～ 10月４日 御室流
おむろりゅう

 

（４）主 催 者  伊賀市 企画振興部 文化振興課 美術博物館建設準備室 

担当連絡先 

企画振興部 文化振興課 美術博物館建設準備室 

担当者名：杉永 

電話番号：0595-41-0400 
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